
アピタさん前街頭演説

お気軽にお声を掛けて下さい
ヨーカ堂さん、ヤオスズさん
でも街頭してます。

　刈谷市議会では年４回（３月、６月、９月、１２月）の定例会があります。そこで２８人議員が任意で
「一般質問」をします。「一般質問」をすると刈谷市の課題が見え、行政と議員が切磋琢磨してお互いの
質が上がります。犬山市議会は議員全員が質問しています。見習うべき所です。

一般質問映像は　　　　　　　　　　　で検索

刈谷市の２６年１月～１２月の自死統計

●死にたいけど、生きたい！
　　　というサインに気づく刈谷市へ

　月別
　
　１月　１人
　２月　０人
　３月　２人
　４月　２人
　５月　１人
　６月　１人
　７月　３人
　８月　３人
　９月　３人
１０月　１人
１１月　２人
１２月　１人
合計　２０人

年齢別

　２０歳未満　２人
２０～２９歳　３人
３０～３９歳　２人
４０～４９歳　４人
５０～５９歳　３人
６０～６９歳　２人
７０～７９歳　４人

　刈谷市は住んでいると気づきませんが水道料金が安かったり、太陽光パネルの補助金が
県内トップクラス、児童クラブの料金が毎月３０００円など手厚い行政の支援があります
また、県内で結婚率がトップクラスで合計特殊出生率が1.77です。全国平均が1.43です。
結婚率が高いので毎年約１６００人の子ども達が生まれます。ありがたいことです。

刈谷市の人口動態

２３年　１月

老年人口　　　　６５歳以上　２２９０４人
生産年齢人口　１５～６４歳　９９９６４人
年少人口　　　　１４歳以下　２２７７６人
高齢化率　15.72％　年少率　15.63％

２７年　１月

老年人口　　　　６５歳以上　２７４１０人
生産年齢人口　１５～６４歳　９８８１２人
年少人口　　　　１４歳以下　２２３６７人
高齢化率　18.44％　年少率　15.05％

刈谷市民の情報、意見交換の場
現在、約５７０人の刈谷市民の
方々が参加されています。
ご意見は
e-mail masaya70@gmail.com
でお願いします。

刈谷子育て応援団 検索facebookで　　　　　　　　　　　　　　で検索

facebookで「刈谷市民応援団」開設中！

刈谷市民の子育て世代で作った
ボランティア団体です。子育て
教育について活動する団体です

行政

議員 地区長市民

現場調査
要望書制作
提出

相談要望

要望

人と人、人と地域を
　　　　　　繋げます。

総人口：人 145453 145453 145453 145453
平成23/3/1 平成24/3/1 平成25/3/1 平成26/2/1

総人口：人   22747   22521   22497   22357
総人口：人   98107   99659   99027   98919
総人口：人   22996   23829   25068   26228
総人口：人    15.63    15.42    15.34    15.15
総人口：人    67.44    68.25    67.55    67.06
総人口：人    15.80    16.32    17.10    17.78
総人口：人      39.5      39.9      40.1      40.3
総人口：人 559人増 583人増 912人増
総人口：人 226人減   24人減 140人減
総人口：人 1552人増 632人減 108人減
総人口：人 833人増 1239人増 1160人増

水道料金比較安い順（平成２６年７月）

　保育園の需要が高まっています。これに
対応する為に今後、刈谷市は
●一ツ木　●新田　●銀座
に保育園を作って行きます。しかしながら
現在、保育園の数が足りませんので、今あ
る公立の幼稚園を認定こども園にする。企
業内保育所の地域解放、認可外保育園の補
助を手厚く等を提案しています。

　　　　　　  基本料金　水道料金　消費税　合計
 １　犬山市        910円   4905円    465円     6280円
 ２　豊橋市　　2900円   3980円    549円     7429円
 ３　刈谷市　　1520円   5575円    567円     7662円
12　安城市　　2000円   6125円    650円     8775円
25　知立市　　2740円   6625円    749円   10114円
27　碧南市　　3200円   6475円    774円   10449円
29　高浜市　　2980円   6892円    789円   10661円

※口径22mmで６５m（二ヶ月）使用２

※刈谷市は水道代金が安いまちです。

水道料金が安い刈谷市
今後、認可保育園が出来ます。

刈谷市の今後の１０年

幼稚園児数　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　決算
平成１７年　2900人　歳出1063044066円
平成２１年　2609人　歳出1035812864円
平成２３年　2517人　歳出1020810420円
平成２４年　2514人　歳出1083117333円
平成２５年　2454人　歳出1040266335円
平成２６年　2472人　※公立の幼稚園１６園　　　　　　　　　　

保育園
　　　　　　　　　　　　　決算
平成１７年　1472人　歳出1372892482円
平成２１年　1406人　歳出1339669512円
平成２３年　1603人　歳出1445165899円
平成２４年　1657人　歳出1461895018円
平成２５年　1705人　歳出1530016210円
平成２６年　1750人　※認可保育園１３園

●小学校・中学校の生徒数の変化

●刈谷市の人口動態　平成１７年と平成１６年の幼稚園児数と保育園児数の変化を見ると幼稚園はマイナス428人
保育園はプラス２７８人です。コストを平成２５年度の決算額で園児一人当たりを比較すると
●幼稚園は423906円●保育園は897370円です。保育園はコストがかかることがわかります
小学校、中学校も生徒数が減っています。刈谷市の人口動態を平成２３年、２６年で比較して
みると確実に●高齢化が進んでいるこいること●働く世代が減少していることがわかります。
また、団塊の世代ジュニアが４０歳以上にシフトしてますます。さらに少子化が進むと予想さ
れます。０～５歳が増えたのは最後の団塊世代ジュニアの子供たちと推測されます。今後は世
代数の少ない４０歳以下が増えますので日本国家としても刈谷市としても大変な時代になると
予想されます。

小学校

平成２１年　8971人
平成２４年　8549人
平成２６年　8400人　　　

中学校

平成２１年　4376人
平成２４年　4427人
平成２６年　4339人

　０～　５歳　  9254人→  9314人　　プラス    60人　   
２４～２９歳　13991人→13577人　マイナス   414人
３０～３５歳　14301人→13728人　マイナス   573人
３６～４０歳　12913人→11900人　マイナス 1013人
４１～４５歳　11031人→12107人　　プラス 1076人
６５～６９歳　  7277人→  8417人      プラス 1140人

平成２３年　  平成２６年

出生数
１９７０年代初頭　約209万人
２０１３年　　　　約103万人●社会保障費　●老朽化による公共施設、社会インフラ維持管理費●ファミリー層の流出による活気の低下、消費の低下、税収の減収

少子高齢化による刈谷市の今後の課題

今、やるべきこと

子供たちの未来の為に！
市民の声が必要です！

　今後の刈谷市は、まず転出が続いている働く世代が定着するように住宅施策（造成、固定資
産税の減免、子育てファンド、住宅ローンの金利補助など）、教育、子育てを充実させてファ
ミリー層の定住人口を確保しなければなりません。また、公共施設の管理をして刈谷市民にと
って必要な箱物とそうではない箱物を考えなければなりません。その中で刈谷城の建設の是
非を市民の皆さんで考えて頂きたいです。

facebook:：http://www.facebook.com/kariyaueda
ブログ：http://blogs.yahoo.co.jp/masaya_ueda70

e-mail：masaya70@gmail.com

上田まさや 検索

Yahoo! youtube

刈谷市は保育園の新規建設や幼稚園を保育園への転用も
視野に入れ刈谷の保育の安定を目指しています。


